


     

   

   

    





     

  

  

  

  



●引用するときのルールを確認しましょう 

1. 引用元 …… オリジナルの資料から原文どおり引用する 

2. 要約 …… 原文を要約して引用した場合は自分が要約したことを明記する 

3. 引用の目安 …… 引用文が400字以内または自分の書く全文の2割以内 

     引用とは 

  自分の考えを補足し、説明・解説するために、他人の文章や事例を引くことです。 

  引用を行うことで、自分の意見を効果的に補完し、主張することができます。 

  その反面、引用のし過ぎは自分の意見が埋もれてしまうので気を付けましょう。 

  また、引用する際はどこから引用したか明示しなければ、盗用（他人のものを無断で使用すること）、 

  剽窃（他者の意見を盗んで自分のものとして発表すること）にあたります。 

  必ず、引用のルールを守りましょう。 

・ インターネット上にある情報をコピー・アンド・ペーストする 

・ 他人のレポート、論文の丸写しをする 

・ 先行研究の結果を自分の研究成果とする 

・ 引用であることを述べずに人の意見を掲載する 

・ 孫引き…他人の論文の中に引用されていた別の他人の文章を、元の論文を確認しないでそのまま使う 

・ 出典を書かない 

※上記を守らないと不正な提出物として扱われるだけでなく、不法なものとして扱われるので注意しましょう。 

●引用をするときにやってはいけないこと 

●引用文献の書き方 

   ①直接引用 …… 紹介したい部分をすべて抜き出して使う。著者の主張をそのまま紹介したいときに使う。 

                   1～2行は本文中に「 」を使い、3行以上は前後の1行の空白行と前後を1～2字下げて 

                   表記し、「 」は使用しない。 

    例）建物の温熱環境を考える指標として、「環境条件としての温度、湿度、気流、放射、 

       じんあいなどの空気質などの物理的要素がその指標となる」（鈴木他, 1999）としている。 

 

   ②間接引用 …… 紹介したい部分を要約して使う。文のなかからキーワードや重要な文を読み取って 

                要約する必要がある。 

    例）大内（2010）は日本の住まいの涼の取り方は伝統的な日本の建物だけでなく、打ち水や夕涼み 

       といった工夫があったと述べている。 

日本語 

論文タイトル  「 」で表記する 

雑誌名  『 』で表記する 

著者が複数  全員を表記、または2、3人まで表記、1人だけ書いて最後に（他）をつける 

外国語   

論文タイトル  “ ”で表記する 

雑誌名  イタリック体かアンダーラインで表記する 

著者が複数  全員を表記、または2、3人まで表記、1人だけ書いて最後に（et al. ）をつける 

 

その他 

 巻：volume, （略：v., vol. ）、号：number （略：no. ）と表記する 

 より省略する場合は、巻は数字のみ、号は( )で表記する 

 例）vol.45 no.5, 45(5)  

・ 引用文献の書き方として、直接引用と間接引用の書き方があります 

・ 日本語と外国語の表記の違いを確認しましょう 

・ その他、利用した文献や資料に関するすべての情報の一覧を表にして、文末・章末につけくわえることで、 

  引用文献の出典情報を簡略化することができます。これを文献表と呼びます。 

  引用文献が多くなる場合は、文献表をつけましょう。 

引用文献について 

裏面に続く 

付録 



◆ハーバード方式 ： 人文・社会科学の広い分野に多い。 

本文での引用箇所に著者名と発行年を記述し、参考文献欄は 著者名・発行年順に参考文献を記述する方式。 

◆バンクーバー方式 ： 科学技術論文に多い。 

本文での引用箇所に引用順に参考文献の連番を振り、参考文献欄に連番順に参考文献を記述する方式。 

本文と文献表の関連付けにはいくつか種類がありますが、ここでは一般的とされるバンクーバー方式と、 

ハーバード方式の説明をします。実際にレポートを書く際は、担当指導教員に相談してから書きましょう。   

●引用文献の関連付け 

 ◆著者が1人の図書 
 

    ①著者名(翻訳者名) ②(出版年) ③『書名』 ④出版社名 ⑤引用ページ 
 

      例）  大内孝子（2010）『住まいと環境』彰国社 pp.8-16 

 ◆雑誌論文 
 

    ①著者名 ②発行年 ③「論文名」 ④発行機関名 ⑤『雑誌名』 ⑥巻・号 ⑦引用ページ 
 

      例） 前真之（他）2002「集合住宅における冷房の使用状況に関する研究」空気調和・衛生工学会 

          『空気調和・衛生工学会論文集』27巻87号 pp.41-50 

 ◆著者が複数の図書 
 

    ①著者名 ②(出版年) ③「論文名」 ④編者名 ⑤『書名』 ⑥引用ページ 
 

      例）  鈴木道哉（他）（1999）「住宅の温熱環境」空気調和・衛生工学会編 『暖房と冷房』pp.14-17 

●文献表の書き方 

  例）  建物の温熱環境を考える指標として、「環境条件としての温度、湿度、気流、放射、じんあいなどの 

     空気質などの物理的要素がその指標となる」（鈴木他, 1999, p.14）としている。（以下略） 

 

     技術発達前の日本が行っていた住まいの涼の取り方として以下の方法がある。 
     

      伝統的な日本の住まいでは、夏には深い庇やすだれにより直射日光が室内に入らないようにしたり、 

      竹や葭でつくられた風通しのよい簾戸（夏用の障子）を障子やふすまと入れ替えたり、打ち水や夕涼み 

      など夏の暑さをやわらげる工夫がされてきた。（大内, 2010, p.12） 
 

     技術発達後は冷暖房の普及が進み、快適な室内環境が提供されるようになり（以下略） 
 

参考文献 大内孝子（2010）『住まいと環境』彰国社 pp.8-16 

       鈴木道哉（他）（1999）「住宅の温熱環境」空気調和・衛生工学会編 『暖房と冷房』pp.14-17 

例）  建物の温熱環境を考える指標として、「環境条件としての温度、湿度、気流、放射、じんあいなどの 

     空気質などの物理的要素がその指標となる」(1)としている。（以下略） 

 

     技術発達前の日本が行っていた住まいの涼の取り方として以下の方法がある。 
     

      伝統的な日本の住まいでは、夏には深い庇やすだれにより直射日光が室内に入らないようにしたり、 

      竹や葭でつくられた風通しのよい簾戸（夏用の障子）を障子やふすまと入れ替えたり、打ち水や夕涼み 

      など夏の暑さをやわらげる工夫がされてきた。(2) 

 

    技術発達後は冷暖房の普及が進み、快適な室内環境が提供されるようになり（以下略） 
 

参考文献 (1）鈴木道哉（他）（1999）「住宅の温熱環境」空気調和・衛生工学会編 『暖房と冷房』pp.14-17 

       (2）大内孝子（2010）『住まいと環境』彰国社 pp.8-16 
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